
 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   気仙沼市立大谷小学校                      

  種 別 □保育園・幼稚園  ☑小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０２７３     

      気仙沼市本吉町三島２８              

  E-mail   ohya-sho@city.kesennuma.ed.jp                   

                     

  Website                       

  児童生徒数  男子 86 名   女子 91 名  合計 177 名 

        児童・生徒の年齢  6 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

☑ 防災 

□ 食育 

☑ 伝統文化 

☑ そのほか（ 福祉，地域  ） 
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３．活動内容  

１年間の主な活動内容 

 

１ 本校のＥＳＤでめざすもの 

（１） ＥＳＤのねらい 

地域の人々や自然との触れ合いを通して，課題を見つけ，粘り強く，主体的に追究しながら，自己 

の生き方に活用していくことができる児童を育てる。 

（２） ＥＳＤで育てたい資質・能力 

・多面的，総合的に考える力     ・コミュニケーションを行う力 

・つながりを尊重する態度      ・進んで参加する態度 

  

 

 

学年 教科 地域に関する活動 

１ 生活科 【地域】なつだ あそぼう 

・震災後地域の方々の協力によってできた 

地域の遊び場「あそびーばー」に行き， 

地域の方々と交流しながらルールを守っ 

て遊んだ。 

【地域】あきのおもちゃ だいしゅうごう 

・身近な自然の中で集めた葉や木の実を使 

っておもちゃや飾りを作り，交流した。 

 

 

 

２ 【地域】わたしのまちをたんけんしよう 

・身近な地域の方や様々な場所に関心を持 

 ち，見たり，調べたりした。 

【地域・文化】大谷のいいところ つたえよう 

・地域の人々と関わったことを振り返り， 

 自分の心に残った地域の出来事を人々に 

 伝えたいという思いを持ち，身近な人に 

 伝え，進んで交流した。 

  今年度は活動範囲を広げ，地域の方々か 

ら思いや願いを聞き取ることができた。 

 ・地域の祭り  ・海辺の活動紹介 

 ・復興協会によるボランティア活動の話 

 ・平磯虎舞体験 ・あそびーばー 

 ・清掃ボランティア 

３ 総合的

な活動

の時間 

【地域】地域の名人に学ぼう 

・学区内の「名人（ネギ作り）」の技術や 

 知識を体験的に学んだ。 

【福祉】まちのお年寄りと仲よくなろう 

・疑似体験や見学を基に「あったか交流会」 

 を企画し，高齢者との交流を深めた。 

【防災】身近な場所の避難の仕方を考えよう 

・学校の各所を見て回り，地震や火災の時 

に予測される危険箇所を見つけた。 

 

  
【３年：地域の名人に学ぼう】 

【１年：地域の遊び場「あそびーばー」】 

【２年：地域の伝統芸能を体験】  

 



 

４ 総合的

な学習

の時間 

【福祉】障害について考えよう 

・キャップハンディ体験を基にして，障害 

 やバリアフリーについて調べ学習を行った。 

【防災】校内危険箇所マップをつくろう 

・地震や火災の時に各所で予測される危険や 

 とるべき行動についてまとめたマップをつ 

くった。 

 

 

５ 【環境】大谷の環境について考えよう 

・「米作り」での体験・観察をもとにして，環 

境と食糧生産について考えた。 

【防災】大谷の防災について考えよう 

・日常的にできる防災・減災の方法を考え， 

 校内や地域で啓発活動を行った。 

 

 

６ 【地域】探ろうふるさと，考えよう未来の大谷 

・観光，水産業，農業，伝統，自然，動植物 

の視点から大谷地区の特徴を探した。 

【地域】大谷から発信！ 

・大谷地区の特徴や良いところを新聞にまと 

 めた（国語科と関連させた活動）。 

【防災】「災害」自分たちができること 

・これまでの災害や復興のための歩みについ 

て知り，自分たちにできることを探った。 

全校 行事 【防災】避難訓練 

・避難訓練（授業時・休憩時・登下校時など）を行った。 

 

 

○成果と課題 

 地域との連携を密接にし，平磯虎舞体験や地域の復興に取り組んでいる方々の思いや願いを直接聞いたり

するなど，体験活動が充実していた。話を聞く中で，さらに知りたい，調べてみたいという気持ちを高める

ことができた。 

 今後は，地域の復興や海に関わる方々から更に情報を収集し，活動を指導計画に組み込んでいく。また，

幼稚園や中学校とも情報交換を行い，より発達段階に即した計画を作成していく。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

 

【４年：キャップハンディ体験】 

【５年：稲刈り・脱穀体験】 

【６年：大谷海岸探索・漁師さんからのお話】 


